
科目区分 専門分野 
科目名 

老年看護援助論Ⅱ 

（脳・神経） 
対象学生 第 2学年 

単位数（時間数） １単位（15/30時間） 学  期 第 1学期 

担当講師 （院内講師） 

科目目標 
1.加齢に伴う機能障害をふまえ、認知症患者の看護について理解する。 

2.脳･神経系の健康障害をもつ対象への看護を展開するための知識・技術を習得する。 

授業計画 

脳･神経機能障害のある患者の看護 

第 1 回 症状･障害のある患者の看護(講

義) 

 １．意識障害 

 ２．高次脳機能障害（失語､失行､失認） 

３．けいれん･頭蓋内圧亢進症状 

 

第 2 回 症状･障害のある患者の看護（講

義） 

１．摂食･嚥下障害のある患者への援

助 

１）加齢による摂食・嚥下障害の病

態と要因とｱｾｽﾒﾝﾄ 

２）摂食・嚥下障害を有する高齢者

の看護 

３）誤嚥性肺炎の予防と援助 

４）経口摂取不可能な対象 

 

第 3回 

 検査・処置を受ける患者の看護（講義） 

１．脳波検査 

２．髄液検査 

３．脳血管造影 

 

第 4回 治療を受ける患者への看護（講義） 

１．血管バイパス術 

２．血管内治療 

 

第 5回 病期や機能障害に応じた看護（講

義） 

１．脳血管障害(大脳、小脳) 

２．脳腫瘍 

 

第 6回 病期や機能障害に応じた看護（講

義） 

１．感染症（脳炎、髄膜炎） 

２．頭部外傷 

３．ｷﾞﾗﾝﾊﾞﾚｰ症候群 

 

第 7回 

摂食･嚥下障害のある患者への援助（演習） 

１．誤嚥性肺炎の予防と援助 

 １）口腔ケア 

２．経口摂取不可能な対象への援助 

１）経管栄養法 

 

第 8回 終了試験 

 

 

評価方法 筆記試験 

テキスト 

系統看護学講座 専門分野 老年看護学 医学書院 

系統看護学講座 脳・神経疾患患者の看護 成人看護学⑦ 医学書院 

 

講師からの 

メッセージ 

｢老年看護学概論｣の加齢に伴う変化､形態機能､疾病治療論､病態診断学等の学びを想起

し、老年看護学実習へつなげる基礎となる学習をする。国家試験出題基準を確認し学ぶ。 

 

 



 

科目区分 専門分野 
科目名 

老年看護援助論Ⅱ 

（脳・神経） 
対象学生 第 2学年 

単位数（時間数） １単位（15/30時間） 学  期 第 1学期 

担当講師 飛田 沙知、（院外講師） 実務経験   有 

科目目標 
1.加齢に伴う機能障害をふまえ、認知症患者の看護について理解する。 

2.脳･神経系の健康障害をもつ対象への看護を展開するための知識・技術を習得する。 

 

第 1～3回 認知症患者の看護 （講義） 

1．加齢に伴う変化への援助 

１）うつ・せん妄・認知症 

２）感覚障害 

    ３）脱水 

４）褥瘡の発生機序 

５）褥瘡 

  ２．加齢による認知機能障害のある患

者の看護       

１）認知症の病態と要因 

２）コミュニケーション方法 

３）行動・心理症状と生活への影響 

４）権利擁護のための社会的支援・ 

制度 

５）認知症予防 

６）認知症の治療と援助 

７）家族への支援とサポートシステ

ム 

 

第 4回 加齢に伴う変化への援助（演習） 

1.褥瘡の予防援助（除圧、背抜き） 

 

 

第 5～7回 神経筋難病患者の看護  

（講義） 

１．筋萎縮性側索硬化症(ALS)患者の看護 

 1）アセスメント（検査所見含む） 

  2）看護の実際 

２．パーキンソン病患者の看護 

1）アセスメント（検査所見含む） 

  2）看護の実際 

３．重症筋無力症患者の看護 

1）アセスメント（検査所見含む） 

  2）看護の実際 

 

第 8回 終了試験 

評価方法 筆記試験 

テキスト 

系統看護学講座 専門分野 老年看護学 医学書院 

系統看護学講座 脳・神経疾患患者の看護 成人看護学⑦ 医学書院 

参考図書：新 ALSケアブック第 2版 筋委縮性側索硬化症療養の手引き 

日本 ALS協会編＊図書室蔵書有 

 

講師からの 

メッセージ 

｢老年看護学概論｣の加齢に伴う変化､形態機能､疾病治療論､病態診断学等の学びを想起

し、老年看護学実習へつなげる基礎となる学習をする。国家試験出題基準を確認し学び

ましょう。 

 


